
  

 
 
 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
５
月
１８
日

大
阪
市
内
で
第
６３
回
定
期
総
会
を

６８
人
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
近

藤
正
理
事
長
が
開
会
挨
拶
で
述
べ
た

よ
う
に
会
員
・
紙
誌
読
者
数
が
７
年

連
続
で
前
進
す
る
中
で
迎
え
た
だ
け

に
、
活
気
の
あ
る
総
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

最
初
に
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
参
議

院
議
員
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
―
丸
山

穂
高
議
員
（
維
新
の
会
除
名
）
が
、

「
北
方
領
土
『
奪
還
』
は
戦
争
し
な
い

と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
な
ど
と
暴
言

を
は
い
た
が
、
憲
法
を
順
守
す
べ
き
国

会
議
員
と
し
て
許
さ
れ
な
い
暴
言
で

あ
り
、
た
だ
ち
に
辞
職
す
る
べ
き
だ
。 

               

  

  

    夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
こ
ん
な
改
憲

勢
力
に
負
け
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

大
阪
で
護
憲
の
２
議
席
を
必
ず
取
り

た
い
。 

次
に
東
大
阪
で
初
当
選
し
た
内
海

公
仁
府
議
（
大
阪
平
和
員
会
常
任
理

事
）
と
奈
良
県
平
和
委
員
会
水
谷
祐

一
事
務
局
長
も
力
強
い
連
帯
挨
拶
を

し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
西
晃
弁
護
士
に
よ
る
恒

例
の
憲
法
講
演
。 

西
弁
護
士
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
１４

の
初
期
警
報
」
（
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る

「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
」
に
展
示
さ

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
政
治
学
者
の

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
リ
ッ
ト
に
よ
る 

言
葉
）
を
紹
介
し
、
安
倍
政
権
の
本 

  

                

    

質
を
見
事
に
表
し
て
い
る
と
警
告
を

発
し
、
市
民
と
護
憲
勢
力
が
大
同
団

結
し
て
２
０
２
０
年
安
倍
改
憲
を
何

と
し
て
も
阻
止
し
よ
う
と
述
べ
ま
し

た
。 

１
．
強
大
で
執
拗
な
国
家
主
義
の
宣
伝 

２
．
人
権
の
重
要
性
の
蔑
視 

３
．
団
結
の
た
め
の
敵
／ 

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
づ
く
り 

４
．
軍
隊
の
優
位
性
／
熱
烈
な
軍
国
主
義 

５
．
性
差
別
の
蔓
延 

６
．
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
統
制 

７
．
国
家
の
治
安
へ
の
執
着 

８
．
宗
教
と
支
配
層
エ
リ
ー
ト
の
癒
着 

９
．
企
業
権
力
の
保
護 

１０
．
労
働
者
の
力
の
抑
圧
も
し
く
は
排
除 

１１
．
知
性
と
芸
術
の
軽
視
と
抑
圧 

１２
．
犯
罪
取
り
締
ま
り
と
刑
罰
へ
の
執
着 

１３
．
縁
故
主
義
と
汚
職
の
蔓
延 

１４
．
不
正
選
挙
― 

  

そ
し
て
昨
年
「
お
お
さ
か
総
が
か

り
集
会
」
で
司
会
を
担
当
し
た
青
年

学
生
協
の
岩
本
悟
さ
ん
と
４
月
の
大

阪
市
会
議
員
選
挙
（
東
住
吉
区
）
で

日
本
共
産
党
候
補
と
し
て
奮
闘
し
た

青
年
学
生
部
の
山
本
の
り
子
さ
ん
が

議
事
の
進
行
を
務
め
ま
し
た
。 

 
 

討
論
に
は
１７
人
（
う
ち
女
性
５
人
、

青
年
４
人
）
が
参
加
。 

以
下
に
主
な
発
言
者
と
そ
の
発
言

の
骨
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

岩
田
幸
雄
・
大
阪
原
水
協
顧
問
―

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
に
向
け
意
見

書
を
採
択
し
た
自
治
体
は
６
、
「
ヒ 

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
に
賛
同
し
た

自
治
体
首
長
は
１６
／
４４
。
さ
ら
に
採

択
自
治
体
と
賛
同
首
長
を
広
げ
、
被 

爆
者
の
高
齢
化
の
中
、
２
、
３
世
の

会
も
創
設
し
て
ゆ
き
た
い
。 

堺
の
片
山
直
規
常
任
理
事
―
堺
メ 

ー
デ
ー
で
平
和
委
員
会
と
し
て
挨
拶
、

今
秋
紀
伊
田
辺
へ
戦
跡
め
ぐ
り
バ
ス

ツ
ア
ー
を
予
定
。 

三
宅
直
美
さ
ん
―
「
８
・
６
平
和

の
つ
ど
い
」
に
保
育
園
の
保
護
者
か

ら
ク
レ
ー
ム
が
出
て
い
る
が
、
タ
イ

ト
ル
な
ど
工
夫
し
て
継
続
し
て
い
き

た
い
。
入
会
申
込
書
と
「
西
淀
川
平

和
便
り
」
は
必
携
。
月
例
「
戦
争
あ

か
ん
ド
ラ
ム
デ
モ
」
は
４５
回
に
な
っ

た
。 岩

本
悟
青
年
協
議
長
―
毎
月
定
例

会
を
実
施
。
立
命
館
大
学
「
国
際
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
み
ん
な
で
行
っ
た
。

「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
き
た
い
。 

八
尾
の
奥
村
正
憲
事
務
局
長
―
当

番
も
決
め
、
常
設
の
「
平
和
の
た
め

の
戦
争
資
料
館
」
を
市
役
所
前
通
り

の
カ
ビ
タ
２
階
に
６
月
中
旬
よ
り
オ

ー
プ
ン
す
る
。 

同
じ
く
小
林
徳
子
顧
問
―
私
の

「
卒
寿
を
祝
う
会
」
の
成
功
に
大
阪

平
和
委
員
会
が
大
き
な
力
を
発
揮
し

て
く
れ
た
。
記
念
パ
ン
フ
を
活
用
し

て
平
和
学
習
を
進
め
、
そ
の
な
か
で

仲
間
も
増
や
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。 

最
後
に
４
月
の
大
阪
市
議
選
で
奮

闘
し
た
西
田
さ
え
子
、
山
本
の
り
子
、

近
田
や
す
ゆ
き
候
補
が
選
挙
支
援
の

お
礼
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
討
論
の
あ
と
、
２
０
１
８
年

度
活
動
総
括
・
収
支
と
１
９
年
度
活

動
方
針
・
予
算
案
お
よ
び
左
記
の
役

員
案
（
敬
称
略
）
が
全
員
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
会 

長(

１
名
）
西 

晃 
 

◇
副
会
長(

３
名
）
岩
田
幸
雄
、
片
方

真
佐
子
、
寺
戸
月
美 

◇
副
理
事
長(

３
名
）
鈴
木
久
、
玉 

置
敏
次
、
中
村
玉
枝 

◇
事
務
局
長(

１
名)

 
 

上
羽
治
雄 

◇
事
務
局
次
長
（
２
名
） 

吉
田
一
江
、 

（
新
）
亀
井
明
子 

◇
常
任
理
事 

（
２８
人
）
西
田
さ
え
子
、

寺
田
俊
一
（
新
任
の
み
紹
介
） 

○
左
記
の
退
任
の
常
任
理
事
・
理
事

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

浅
田
健
司
、
大
江
、
大
江
憲
夫
、

奥
村
正
憲
、
郷
原
美
保
子
、
斉
藤
孝

義
、
山
口
儀
一
、
渡
辺
真
司
、
北
山

良
三
、
山
内
譲
二 
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《６月の行事予定》  

1 日(土)日本平和委員会全国大会 13:30～(2 日～15:00) 

@多摩永山情報教育センター 

５日(水) 常任理事会 18:00 運営委員会 17:00 

９日(日)  若者憲法集会 10:00 都内各会場 13:30    

     メイン集会 15:30 デモ 

     堺市長選投開票日 

22（土）「軍学共同いらない!市民と科学のつどいⅣ」 

     13:30 関西大学構内 

     吉田栄司教授の憲法講演など 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
定
期
総
会 

○総会に寄せられ感想文より 

・14 項目は今の自民党と同じと思った。 

・若い人の活動に希望を感じた。力になりたい。 

・選挙でがんばった３人の発言はよかった。 

・小林徳子さんも元気！ 



 
大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部
・
青

年
協
議
会
は
、
憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
午
前
、
阿
倍
野
区
内
で
１９
人
の
参
加

者
で
１
１
２
人
の
若
者
を
対
象
に
「
憲

法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
結
果
は
左

記
の
通
り
で
す
。 

[

岩
本
悟
青
年
協
議
長
の
コ
メ
ン
ト]

 
 

―
昨
年
に
比
し
、
「
憲
法
は
変
え
る

べ
き
で
な
い
」
が
増
加
す
る
一
方
、
「
９

条
２
項
は
変
え
る
べ
き
」
が
減
少
。
「
投

票
に
行
く
か
？
」
と
い
う
初
め
て
の
質

問
に
対
し
７２
％
以
上
が
「
行
く
」
と
答

え
て
く
れ
た
。
ま
た
「
平
和
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
や
り
た
い
」

は
９０
％
以
上
と
な
っ
た
。
今
回
で
６
回

目
。
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
高
く
「
朝
日

新
聞
」
、
「
毎
日
新
聞
」(

５
月
４
日
朝 

                    

刊)

で
報
道
さ
れ
た
― 

岩
本
さ
ん
た
ち
は
、
こ
の
結
果
を
６
月

９
日
東
京
「
若
者
憲
法
集
会
」
で
報
告
す

る
予
定
で
す
。 

           

 
                      

 

春
爛
漫
の
４
月
１３
日
、
大
阪
平
和
委

員
会
第
５
回
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
と
焼
き
場
に
つ
ぁ
に
立
つ
少
年

に
出
会
う
旅
」
が
２７
人
の
参
加
で
成
功

し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂(

カ
ト
リ
ッ
ク
玉
造
教
会)

を
訪

問
。 大

聖
堂
内
の
小
教
会
で
上
田
憲
神
父

か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
大
阪
カ
テ
ド
ラ

ル
物
語
」
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
２
０

１
８
年
１
月
に
原
爆
投
下
後
の
長
崎
で

撮
影
さ
れ
た
「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」
の

写
真
を
カ
ー
ド
に
印
刷
し
た
も
の
（
裏
に

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
署
名
あ
り
）
が
全

員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般

の
人
は
立
ち
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
聖

堂
正
面
に
移
動
、
聖
母
子
を
中
央
に
高
山

右
近
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
を
左
右
に
配
し

た
大
壁
画
の
真
下
で
「
こ
こ
か
ら
で
な
い

と
ガ
ラ
シ
ャ
の
首
に
か
け
て
い
る
ロ
ザ

リ
オ
は
見
え
な
い
」
「
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ

ス
は
聖
母
の
生
涯
の
主
な
場
面
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 

次
に
花
見
客
で
に
ぎ
わ
う
大
阪
城
公

園
に
移
動
。
「
鶴
彬
の
碑
」
ま
で
歩
き
、

近
藤
正
理
事
長
か
ら
碑
を
建
て
る
に
あ

た
っ
て
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
句
碑
の
周
り
で
お

い
し
い
二
段
重
ね
の
弁
当
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

午
後
１
時
に
尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
に
到
着
。
見
や
す
い
座
席
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
２
時
間
に
わ

た
り
鑑
賞
。
鑑
賞
後
は
ゲ
ン
の
お
母
さ
ん

役
を
熱
演
し
た
ば
か
り
の
有
馬
理
恵
さ 

 

ん
の
特
別
の
配
慮
で
皆
で
有
馬
さ
ん
と

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

             

次
は
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
よ
せ
ら

れ
た
感
想
―
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
柄
が
リ

ア
ル
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
俳
優
の
声
の
調

子
、
身
体
の
し
な
や
か
さ
か
ら
悲
し
み
、

喜
び
、
強
さ
、
や
さ
し
さ
が
伝
わ
り
、
改

め
て
劇
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
た
思
い

が
す
る
」 

  

 

「
小
林
徳
子
さ
ん
の
卒
寿
を
祝
う
会
」

が
４
月
２８
日
天
王
寺
区
内
で
８８
人
の

出
席
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
「
祝
う
会
」
実
行
委
員
長
の
浜

正
幸
さ
ん
よ
り
「
小
林
さ
ん
が
日
中
両
国

で
反
戦
平
和
を
貫
い
て
き
た
９０
年
の
人

生
を
祝
う
た
め
に
こ
の
会
を
開
い
た
」
と

の
開
会
挨
拶
。 

次
に
内
海
公
仁
・
日
本
共
産
党
府
会
議

員
、
中
原
美
江
・
新
日
本
婦
人
の
会
大
阪

府
本
部
副
会
長
、
辰
巳
孝
太
郎
・
日
本
共

産
党
参
議
院
議
員
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら 

れ
、
辰
己
議
員
は
こ
の
後
も
最
後
ま
で
残

っ
て
出
席
者
と
交
流
・
歓
談
し
ま
し
た
。 

 

次
に
「
太
極
梅
花
扇
」
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
演
奏
で
く
つ
ろ

い
だ
後
、
寺
戸
月
美
大
阪
市
議
や
塩
田
清

人
東
大
阪
市
議
な
ど
か
ら
小
林
さ
ん
に

お
祝
い
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
北
野
雅
博
・
大
阪
平
和
委
員
会

常
任
理
事
が
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
つ
く

ら
れ
た
好
評
の
パ
ン
フ
「
平
和
と
政
治
革

新
を
求
め
て
―
小
林
徳
子
さ
ん
の
卒
寿

を
祝
っ
て
」(

２８
頁)

を
も
と
に
、
日
中

両
国
で
撮
ら
れ
た
貴
重
な
写
真
を
用
い

て
小
林
さ
ん
の
９０
年
間
の
反
戦
平
和
に

尽
く
し
て
き
た
人
生
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

最
後
に
小
林
徳
子
さ
ん
か
ら
こ
の
会

開
催
へ
の
実
行
委
員
会
と
出
席
者
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
小
林
さ
ん
の
後
を
継
い
で
大
阪
平
和

委
員
会
会
長
を
務
め
て
き
た
西
晃
会
長

が
、
閉
会
の
挨
拶
と
し
て
「
今
後
も
元
気

な
姿
で
後
進
を
激
励
し
続
け
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
会
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２２０１号  第三種郵便物認可   平 和 新 聞  ２０１９年５月２５日（土曜日） （2）

「
若
者
百
人
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施

若者憲法アンケート       2019年５月３日

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
感
動 

小
林
徳
子
さ
ん
の
卒
寿
会 

盛
大
に
!! 


